
２００３年（平成１５年）１０月３０日No.１５０ 町 田 市 議 会 だ よ り（５）

　

第
三
回
定
例
会
で
は
意
見
書
七

件
、
決
議
一
件
を
可
決
し
、
議
長

名
で
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し

た
。

　

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

東
京
都
は
「
こ
れ
か
ら
の
心
身

障
害
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

（
中
間
の
ま
と
め
）
」
を
発
表
し

て
い
る
。
町
田
市
議
会
は
心
身
障

が
い
教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
に

向
け
て
次
の
項
目
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

一
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
心
身
障

が
い
教
育
の
形
態
を
保
ち
つ
つ
、

心
身
障
が
い
教
育
の
充
実
に
向
け

た
条
件
整
備
の
推
進
を
図
る
こ
と

一
、
「
特
別
支
援
教
育
」
の
導
入

に
際
し
て
は
、
保
護
者
や
学
校
関

係
者
等
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ

せ
る
こ
と

　

東
京
都
知
事
ほ
か
一
件
あ
て

「
特
別
支
援
教
育
」
に
関
す

る
意
見
書

　

国
民
の
財
産
で
も
あ
り
、
人
と

自
然
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
優
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
頂
点

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
オ
オ
タ
カ
の

生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
未
来

の
子
供
達
か
ら
預
か
っ
て
い
る
、

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
野
生
動

植
物
の
多
様
性
を
保
護
す
る
こ
と

は
緊
急
且
つ
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
し
か
し
現
在
町
田
市
は
種
の

保
存
の
条
例
を
持
た
ず
、
ま
た
専

門
技
術
を
有
し
な
い
。
故
に
関
係

行
政
機
関
で
あ
る
環
境
省
と
東
京

都
に
対
し
て
時
期
を
失
す
る
こ
と

な
く
、
適
切
な
保
護
策
を
講
ず
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
六
件
あ
て

「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野

生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関

す
る
法
律
」
（
種
の
保
存
の

法
律
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
オ
オ
タ
カ
」
の
緊
急
保
護

に
関
す
る
意
見
書

　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
Ｏ
１
５
７
、
無
登
録

農
薬
、
偽
装
表
示
問
題
な
ど
食
品

に
ま
つ
わ
る
事
故
事
件
が
続
発
し

て
い
る
中
、
国
の
食
品
安
全
基
本

法
が
制
定
さ
れ
、
ま
た
食
品
衛
生

法
の
一
部
改
正
を
受
け
、
東
京
都

は
食
品
安
全
条
例
（
仮
称
）
を
制

定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
条
例
が

実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に

次
の
事
項
を
盛
り
こ
む
よ
う
要
請

し
ま
す
。　

①
都
民
の
生
命
と
健

康
を
侵
さ
れ
な
い
権
利
の
明
記

②
遺
伝
子
組
換
え
作
物
の
消
費
者

の
選
択
権
の
確
保
、
検
査
体
制
の

強
化
を
国
に
提
案
す
る
こ
と

③
安
全
基
準
に
子
ど
も
基
準
を
設

定
す
る
こ
と　

④
食
品
安
全
情
報

評
価
委
員
会
は
予
防
原
則
を
確
立

す
る
こ
と　

⑤
自
治
体
の
監
視
指

導
計
画
策
定
に
市
民
参
加
の
確
保

　

東
京
都
知
事
ほ
か
一
件
あ
て

食
品
安
全
基
本
条
例
（
仮

称
）
制
定
に
関
す
る
意
見
書

　

平
成
一
四
年
度
町
田
市
民
病
院

の
決
算
は
、
患
者
数
の
減
少
や
病

床
利
用
率
の
低
下
等
で
、
二
億
四

千
万
円
余
り
の
純
損
失
と
な
っ
た
。

　

特
に
、
病
床
利
用
率
の
低
下
の

要
因
は
、
救
急
医
療
に
お
け
る
入

院
受
入
時
の
診
療
科
連
携
の
不
備

や
診
療
体
制
に
お
け
る
医
師
不
足

で
あ
り
、
ま
た
、
医
師
の
意
識
改

革
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

医
師
の
確
保
は
こ
と
さ
ら
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
も
様
々
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る

が
、
制
度
上
や
処
遇
面
に
お
い
て

限
界
が
あ
る
。
公
営
企
業
法
の
一

部
適
用
で
あ
る
市
民
病
院
の
医
師

確
保
に
つ
い
て
抜
本
的
な
改
善
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

　

町
田
市
長
あ
て

町
田
市
民
病
院
の
医
師
の
確

保
に
向
け
た
改
善
を
求
め
る

決
議

　

生
産
者
・
消
費
者
が
不
安
を
抱

く
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
に
つ
い

て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
十
分
な

配
慮
を
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

一
、
試
験
栽
培
に
あ
た
っ
て
は
地

域
住
民
や
生
産
者
、
消
費
者
と
十

分
な
合
意
を
図
る
。

一
、
隔
離
ほ
場
で
の
安
全
性
が
評

価
さ
れ
る
と
直
ち
に
一
般
ほ
場
で

栽
培
可
能
と
な
り
他
の
農
家
ほ
場

と
の
交
雑
が
懸
念
さ
れ
る
。
交
雑

し
た
場
合
の
賠
償
請
求
責
任
規
定

等
法
整
備
が
済
む
ま
で
一
般
ほ
場

で
の
栽
培
は
凍
結
。

一
、
遺
伝
子
組
換
え
作
物
に
よ
ら

な
い
安
全
安
心
な
食
料
を
安
定
的

供
給
す
る
施
策
の
策
定
。

一
、
安
全
確
認
さ
れ
た
遺
伝
子
組

換
え
品
種
同
士
の
後
代
交
配
種
に

つ
い
て
安
全
答
申
の
見
直
し
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
四
件
あ
て

遺
伝
子
組
換
え
作
物
に
関
す

る
意
見
書

　

福
祉
行
政
に
対
す
る
財
政
環
境

は
悪
化
の
状
況
に
あ
る
。
財
政
基

盤
が
危
弱
な
地
方
自
治
体
に
と
っ

て
、
国
及
び
東
京
都
か
ら
の
一
方

的
な
通
知
だ
け
で
一
般
財
源
化
す

る
こ
と
は
市
町
村
へ
の
財
政
負
担

が
非
常
に
大
き
く
、
と
り
わ
け
、

地
方
交
付
税
不
交
付
団
体
へ
の
影

響
は
深
刻
な
も
の
で
あ
る
。

　

地
域
に
お
け
る
福
祉
事
業
の
大

幅
な
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
り
、
事
業
の
継
続
も
危

ぶ
ま
れ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

「
市
町
村
障
害
者
生
活
支
援
事

業
」
「
障
害
児
（
者
）
地
域
療
育

等
支
援
事
業
」
「
障
害
児
保
育
事

業
」
「
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合

い
事
業
」
の
財
源
を
国
及
び
東
京

都
は
十
分
考
慮
す
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
六
件
あ
て

福
祉
行
政
に
係
る
財
源
措
置

を
求
め
る
意
見
書

　

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
は
、
そ
の
残

虐
性
の
た
め
に
、
核
兵
器
・
化
学

兵
器
・
生
物
兵
器
な
ど
と
並
列
し

て
、
一
九
九
六
年
「
国
連
人
権
委

員
会
差
別
防
止
及
び
少
数
者
保
護

小
委
員
会
」
の
「
人
権
、
特
に
生

命
へ
の
権
利
の
享
受
に
不
可
欠
な

条
件
と
し
て
の
国
際
の
平
和
及
び

安
全
」
と
題
す
る
決
議
に
お
い

て
、
大
量
無
差
別
破
壊
兵
器
の
生

産
、
売
却
、
使
用
の
禁
止
及
び
そ

の
完
全
な
廃
棄
へ
の
世
論
喚
起
を

す
べ
き
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
人
道
的

立
場
か
ら
、
こ
の
兵
器
の
使
用
禁

止
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
、
イ

ラ
ク
な
ど
で
多
く
の
市
民
、
子
ど

も
た
ち
の
命
を
奪
っ
て
い
る
ク
ラ

ス
タ
ー
爆
弾
の
使
用
禁
止
を
米
国

政
府
に
求
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
使
用
禁

止
を
求
め
る
意
見
書

議員提出議案�

（要旨）�

議員提出議案�

意見書・決議�（要旨）�

○オープンスクール　　　　（３面）
　「壁のない学校」という意味合いを持ち、教室・校舎の形としては、
子どもたちが人数や学習内容に合わせて多目的に利用できる空間であ
るオープンスペースや、幅の広い廊下などで構成される。２００２年４月
に完成した町田市立木曽境川小学校では、教室と廊下との間仕切りを
可動型にしてオープンスペースを設けている。

○社会体育部　　　　　　　（４面）
　富山県新湊市立新湊南部中学校で創設された部活動。地域のスポー
ツクラブなどで運動に取り組んでいる生徒を対象に、校外での活動を
正式な部活動として認めるもので、顧問の配置・部費の支給もある。
入学前から生徒が取り組んできたスポーツの部活動が学校にないこと
や、従来は既存の部活動に仮所属して学校外で活動する形になってい
た生徒の居場所づくり等を配慮して設置された。

用 語 の 解 説 　本文中の青文字の解説です

請願の出し方
①　市・国等への要望を文書で提出してください。（請願の件名・要
　旨・理由などを簡潔に書いてください。図面や資料が必要な場合は
　添付してください。）
②　請願者の住所（法人・団体の場合は、所在地及び法人・団体の名
　称）を記入し、請願者（法人・団体の場合は、代表者）が署名、ま
　たは記名押印（ゴム印、パソコン等で記入した場合は押印）をして
　ください。
　※請願者が２名以上のときは、外何人と記入し、その方たちが上記
　　と同じ方法で記入した署名簿を添付してください。
③　請願書の表紙に、１名以上の紹介議員（市議会議員）の署名また
　は記名押印をしてもらい、議会事務局議事係へ提出してください。
　※様式は次のものを参考にしてください。 請願書の用紙は、議会
　　事務局で必要な方にお渡ししていますので、遠慮なくお申し出く
　　ださい。

＊　請願はいつでも受け付けます。ただし、定例会の開催される月
　（３，６，９，１２月）の５日の午後５時（５日が土曜日の時は７
　日の午後５時、日曜日または休日の時は６日の午後５時）までに提
　出された請願は、その定例会の会期中に審査されますが、６日以降
　に提出された請願は、閉会中（次の定例会までの間）に審査され、
　結論が出るのは次の定例会以降になります。

●●●●に関する請願�

年　月　日�

町田市議会議長�

　　　　　●●●●様�

請願要旨�
●●●●●●●●●●�
●●●●●●●●●●�
（請願の要旨を簡潔に�
書いてください。）�

（
本
　
文
）�

●●●●に関する請願�

請願者�
　住所　●●●●�
　氏名　●●●●�
　電話　●●●●�
　　　外　●●人�

（
表
　
紙
）�紹介議員�

採採

択択

◎
支
援
費
制
度
移
行
後
も
従
来
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
サ
ー
ビ
ス
維
持

を
求
め
る
請
願

◎
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
使
用
禁
止

◎
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
の
中

止
を
日
本
政
府
に
求
め
る
意
見
書

を
提
出
す
る
請
願

◎
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
に
つ
い

て
の
請
願

◎
玉
川
学
園
７
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
に
関
す
る
請
願

◎
「
特
別
支
援
教
育
」
に
対
す
る

町
田
市
の
支
援
を
求
め
る
請
願

◎
「
特
別
支
援
教
育
」
に
関
し
て

町
田
市
に
求
め
る
請
願

　

平
成
一
五
年
第
三
回
定
例
会
に

は
八
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
継

続
と
な
っ
て
い
た
二
件
と
あ
わ
せ

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
四

件
が
採
択
、
二
件
が
不
採
択
、
三

件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

【
取
り
下
げ
ら
れ
た
請
願
】

○
町
田
市
議
会
に
お
け
る
（
本
会

議
、
委
員
会
）
採
決
の
賛
否
者
の

公
表
等
を
求
め
る
請
願

　

九
月
一
六
日
取
り
下
げ

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
請

願◎
重
度
知
的
障
害
者
生
活
寮
設
立

に
関
す
る
請
願

◎
「
特
別
支
援
教
育
」
に
関
し
て

東
京
都
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願不不

採採

択択

継継

続続

審審

査査

請
願
の�

審
査
状
況


